
















まとめ 

長崎県五島玉之浦地区で 3～15 才の小児検診を行い278 名について血清中の免疫複合体を

を 3.5%PEG ｰテストおよび固相 Clg 結合試験(C1g-SP)により調査した｡それぞれのテストの

疑陽性・陽性者数は患者群 2(3.2%),3(4,8%,被害者群 4(6.9%,,2(3.4%)で上記のいずれにも

該当しない対照群 15(9.5%),17(10.7%)であった｡上記テストの平均値,陽性率に有意差は

みられなかった。 


